
入
部
月
山
田
yr歩
語
、
コ
ジ
ピ
ュ

1
占
ま
し
た
a

力
度
が
「
っ
と
儲
く
な
り
ま
す
@
須
賀
採
玄
T

血
液
セ
ジ
主
?
が
担
当
ど
協
力
を
お
顕
い
し
ま
す
。

ー
が
り
ず
か
し
い
計
最
揮
を
ま
た
た
〈
賂
「
政
府
は
、
羅
事
業
の
震
に
か
し
た
が
っ
て
、
半
金
主
語
体
に
し
、
セ
ジ
虫
ー
で
の
密
葬
呉
振
瓜
飽
和
四
土
ハ
霊
の
獄
附

花
や
り
と
げ
、
音
の
逮
苫
の
何
倍
も
の
ん
が
み
二
日
及
併
す
み
や
か
に
〈
で
き
依
存
し
て
い
る
い
ま
の
献
血
紅
、
も
っ
車
の
配
車
を
し
て
い
ま
す
が
、
建
物
の
辛
廷
で
+
五
万
六
ヰ
ム
品
、
車

ジ
ェ
ッ
ト
舗
が
大
空
安
飛
び
か
い
、
今
る
だ
け
早
く
)
楳
存
血
報
告
献
血
に
よ
と
多
く
の
一
般
住
民
の
か
た
が
た
に
害
放
錦
亭
機
に
、
熊
内
の
位
底
的
均
認
を
千
七
+
太
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
で
は
党
は
な
さ
か
量
目
的
y遥
す
叩
鳴
り
磯
保
宮
家
出
家
権
立
す
る
た
め
、
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
組
織
づ
く
は
か
る
た
め
平
塚
市
K
新
築
移
転
す
る
曜
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、

や
手
姉
の
開
発
、
と
の
よ
う
な
劇
学
万
関
お
よ
び
地
忍
公
共
沼
部
に
よ
る
献
血
り
が
大
寺
な
課
題
と
い
え
ま
す
。
探
鑓
と
と
に
k
り
ま
し
た
。
場
所
は
八
開
通
問
鉄
平
塚
駅
前
で
は
移
動
採
血
車
に
L

能
の
時
代
で
も
、
わ
た
く
し
た
ち
人
間
思
惣
の
品
目
笈
と
緑
一
郎
m
r
J
組
織
化
ヰ
凶
る
所
・
市
献
町
指
持
品
は
い
ま
持
剣
に
り
の
一
元
平
塚
土
来
事
務
所
跡
地
、
と
こ
る
安
一
綴
献
血
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
出
品
開
と
全
く
悶
じ
何
閉
を
も
つ
も
の
と
と
も
に
、
日
京
都
ー
ア
字
社
ま
た
片
附
地
そ
の
方
法
九
J

研
究
し
て
い
ま
す
。
ま
に
一
億
h
vナ
九
百
万
円
の
ヱ
費
で
二
}
一
璽
内
の
長
編
が
あ
な

は
人
工
的
に
治
る
ζ
と
は
で
き
ま
せ
方
公
共
一
部
蔀
花
よ
る
蔵
血
受
入
品
制
の
た
、
詩
団
体
の
大
口
供
患
に
つ
い
て
階
建
て
の
稲
荷
赤
土
子
市
議
セ
ジ
占
診
察
し
、
無
涯
の
な

ら

護

亭

推

進

す

る

も

の

主

主

」

え

と

れ

言

語

主

観

す

る

な

J
〈

悦

霊

童

?

践

十

七

草

壁

童

の

も

と

に

郎
液
は
人
部
の
一
部
で
あ
り
、
往
き
と
う
し
て
全
国
的
犯
献
盗
事
業
が
推
ど
、
年
間
平
均
的
花
提
供
し
て
も
ら
う
の
継
続
挙
畿
で
建
築
ま
れ
ま
す
。
忠
販
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お

た
細
飽
で
す
。

ζ
の
両
駒

κも
替
T

え
が
滋
さ
れ
る
花
つ
れ
て
、
資
血
や
預
血
は
制
度
化
な
ど
も
あ
わ
せ
て
検
討
中
で
セ
ジ
点
!
の
製
品
一
時
と
し
て
、
相
瓦
扶
い
。

た
い
費
掻
な
奥
山
肌
が
、
い
ま
た
い
へ
ん
安
亭
品
開
し
、
い
ま
で
は
す
べ
て
献
瓜
一
す
。
勤
め
璃
柏
町
札
立
腕
し
た
A
U
d的
な
行
為

不
足
し
て
い
ま
す
。
人
工
的
陀
造
り
一
出
本
と
な
っ
て
い
ま
す
o
神
奈
川
県
で
は
現
在
、
縮
問
地
方
一
帯
の
献
血
は
横

A
献
血
V
に
対
し
て
一
設
の
ど
理
解
と

す
ζ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
底
捜
に
必
知
事
を
会
長
よ
し
、
各
界
の
代
表
者
を

w

白一f

嬰
な
息
融
は
、
わ
冗
く
し
た
ち
自
身
が
委
員
と
し
た
献
血
世
間
護
協
議
会
が
投
鐙

お
互
い
に
臥
給
し
あ
う
以
外
に
確
保
才
さ
れ
、
き
ら
に
県
下
名
保
同
時
世
間
単
位
に

る
五
決
は
あ
り
支
ぜ
ん
。
献
出
曜
紙
協
議
会
が
作
ら
れ
て
市
町
村

わ
が
段
、
一
年
間
主
婆
と
す
る
探
の
指
定
あ
た
っ
て
ん
命
的
に
も
伸
長

存
込
滋
は
約
六
十
万
ηJ
ソ
ト
ん
と
い
わ
む
成
棋
士
中
心
あ
げ
て
4
1ま
し
た
o
m
山
町
民

h
-
L
い
ま
ナ
J

。
と
れ
は
供
準
君
ア
人
か
イ
五
年
度
で
は
、
採
怒
川
口
襟
ム
凶
万
E

r
り
一
百
ミ
リ
リ
J
y
k
ん
の
提
供
を
4
1
け
千
五
(
一
広
三
百
ミ
リ
J
b
y
ト
ん
〉
に

る
と
し
て
、
一
位
年
三
百
万
人
以
上
の
溺
対
し
、
一

O
主
持
の
十
五
万
一
千
六
十

力
壱
話
予
す
る
ζ
と
に
な
り
辛
苦
。
五
本
と
い
う
財
成
騒
で
し
た
。
さ
ら
に

現
在
の
巾
綬
謀
議
は
「
献
血
」
に
よ
献
血
は
思
ぐ
る
み
、
地
万
自
治
拡
ぐ
る

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前
み
で
、
議
め
る
べ
き
だ
と
い
う
観
点
か
ら

は
H

霊

L
I域
的
主
よ
っ
て
応
昨
年
か
ら
地
域
住
民
に
い
ち
ば
ん
雲

継
が
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
た
市
釦
村
花
献
血
技
法
の
主
体
が
お

か一知血
M
M

と
母
、
話
掛
金
と
悶
蟻
に
ふ
か
れ
る
ζ
と
に
な
り
、
い
ま
市

κは
十

だ
ん
健
肢
の
と
き
J

議
葬
へ
畿
を
八
人
的
献
議
主
護
憲
民
が
任
命

預
貯
、
捜
日
必
要
と
な
っ
た
と
き
供
給
さ
れ
、
一
般
住
民
的
献
血
多
翼
連
の

み
設
け
v
G
制
援
で
す
が
、
務
付
た
認
融
商
拐
一
寺
て
の
基
震
と
な
る
組
織
づ
と
り

還
し
か
権
剰
が
な
く
、
怒
通
し
た
分
は
花
懸
命
江
坂
り
村
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
と
で
返
瓜
し
な
付
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
と
こ
ろ
で
、
と
の
よ
う
に
順
器
花
田
開

た
特
定
的
人
e

印
刷
体
に
段
ら
れ
る
の
も
向
田
お
れ
て
い
る
献
血
事
業
に
も
い
ろ
い

京
特
定
謡
致
の
入
交
幅
広
く
敢
っ
と
と
ろ
と
問
凶
時
点
が
あ
り
ま
す
。

巷
白
的
と
す
る
献
血
と
は
式
い
に
遠
い
た
し
か
に
巽
較
で
は
邑
療
事
品
誌
破
し

ま

す

。

で

い

ま

す

が

、

年

間

亭

通

じ

て

釘

厨

か

伊
賀
血
ι
日
悼
文
字
ど
お
わ
供
血
者
か
京
足
の
陣
頭
が
あ
り
一
家
す
。
と
い
う
の

ち
血
液
を
寅
う
と
と
で
、
棋
聖
な
身
誌
は
、
保
存
血
液
の
寿
命
は
二
十
一
日
間

の
一
部
に
箔
援
も
つ
け
て
売
費
す
あ
の
し
か
な
い
た
め
、
一
度
に
大
量
の
供
血

は
議
晶
的
記
間
回
閣
が
あ
る
ほ
か
り
か
、
が
あ
わ
宇
和
り
も
年
間
同
で
平
均
的
な
供
血

保
纏
新
生
上
や
社
長
約
に
も
大
き
な
弊
が
ぎ
ま
し
い
訳
で
す
。
昨
年
平
塚
保
健

盟
問
舎
も
た
ら
し
ム
ま
し
た
o
と
の
黒
血
所
管
内
で
の
献
血
は
六
千
二
百
十
八
五

(
苑
血
)
に
対
す
る
社
会
の
批
判
が
、
(
目
標
に
封
し
約
一
ニ
一
一
一
倍
)
で
し
た

A
召
の
献
忠
事
諜
へ
大
き
く
転
換
す
る
が
、
と
の
五
十
八
骨
疫
を
・
事
業
所

原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。
政
府
で
は
、

a

窓
会
庁
・
学
校
と
い
っ
た
極
体
が
点

昭
和
一
一
一
十
九
単
八
月
、
襲
撃
認
開
め
て
い
ま
す
。
と
れ
ゑ
援
は
年
来
年

花
の
た
め
欽
の
よ
う
な
廟
議
担
従
を
し
始
、
友
林
み
、
叫
早
期
床
な
ど
に
悼
、
協



脚
九
月
二
十
七
日
か
ら
十
月
六
日
ま
で
の
十
日
間
、
秋
の
辛
問
団
交
通
安
全
塑
郵
が
全
圏
各
地
で
展
開

削
さ
れ
る
。
す
で
に
新
湯
紙
上
な
ど
で
周
知
の
よ
う
に
、
神
奈
川
県
は
ζ
と
し
の
五
月
笠
臼
に
手
通
事

州
故
死
百
本
一
と
い
ゑ
不
名
誉
舟
記
鍔
吾
つ
く
り
、
県
下
山
札
交
通
非
常
事
態
塞
昔
前
杏
発
し
た
o
と
の
汚

山

名

宝

て
Y
Cぐ
ベ
く
、
六
月
一
日
か
ら
=
一
か
月
間
県
下
い
っ
せ
い
花
緊
急
対
策
亭
忠
実
施
し
八
月
九
河
口
史

仰
な
っ
て
や
っ
と
臼
米
一
の
疫
を
他
に
ゆ
ず
る
こ
と
が
で
き
た
1

間
も
な
く
は
じ
ま
る
私
の
全
蔚
賢
一
通

川
安
全
翠
動
を
徹
底
し
て
盛
り
あ
廿
る
た
め
に
も
、
運
転
者
の
み
な
さ
ん
、
続
行
暑
の
み
な
苫
ん
に
協

制

力

壱

も
ζ
め
る
も
の
で
あ
る
芯
な
布
、
十
月
笠
B
Kは
ぷ
蕩
防
犯
市
民
の
つ
ど
い
H

が
市
民
セ
ン

削

3
1で
一
潟
憶
さ
礼
る
。

六
月
一
日
間
以
来
の
県
民
総
ぐ
る
み
選
一
ζ
と
が
で
き
た
。

動
の
叫
箆
九
、
県
下
の
交
通
事
故
死
は
百
八
一
し
か
し
な
が
ら
、
平
塚
市
で
は
交
通

月
三
十
一
日
混
在
、
昨
年
両
閣
に
出
べ
一
安
全
説
会
を
は
じ
め
関
係
者
の
努
力
一

十
九
人
減
っ
て
五
百
一
般
市
誌
の
協
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

九
河
二
十
七
日
か
ら
治
ま
る
棋
の
会

変
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
次

の
日
義
で
一
法
令
講
習
会
が
出
剛
健
さ
れ

る
。
今
回
は
、
十
月
二
十
四
日
の
臼
彊

市
企
画
部
広
報
課
は
、
土
月
一
日
害
や
市
民
の
地
鍵
に
対
す
る
意
識
な
の
状
況
前
回
一
有
識
の
状
況
母
役
帯
の
と
の
調
査
結
実
は
、
市
条
例
で
市

涜
在
で
、

A
平
寂
恵
比
箆
実
態
調
遊
山
宍
き
め
の
細
か
な
行
政
争
持
識
す
縄
編
職
員
が
行
成
上
の
資
料
と
し
て
使
う

に
四
時
す
る
条
例
V
に
も
と
つ
い
て
、
る
た
め
の
有
力
な
安
料
と
も
な
る
も
マ
世
帯
員
に
関
す
る
こ
と
・
①
汗
同
名
ほ
か
、
い
っ
さ
い
見
る
こ
と
が
で
き

さ
百
七
十
四
人
の
市
議
員
品
動
員
レ
の
で
、
そ
の
重
要
校
は
吉
わ
め
て
高
②
中
原
月
日
③
段
別
留
世
帯
主
と
ず
、
た
お
、
調
斎
め
上
で
知
り
得
た

と
と
し
で
阪
国
あ
の
箆
回
実
態
語
査
〈
一
評
砧
制
さ
れ
て
い
る
。
の
続
柄
@
住
所
吾
定
め
た
年
月
日
秘
信
事
項
は
、
職
員
が
送
職
し
で
も

事
奨
擁
す
る
J

市
会
域
主
恩
否
六
の
今
自
は
、
従
来
の
基
耳
的
な
墾
現
①
職
業
、
勤
務
組
問
、
学
校
、
劫
殺
も
ら
し
て
は
壮
ら
な
い
と
と
に
な
っ

調
査
区

K
分

割

し

て

い

る

も

丈
廿
な

344の
で

私

塾

講

義

み

弘

弘

玄

人

受

賞

み

よ

広

報

課

で

は

、

警
告
す
べ
割
程
膨
れ
@
署
長
事
仁
惨
事
議
重
量

で
の
市
民
の
み
な

i
w

顎

d

i

j

1

i

1

1

4

E

1

2

1

同
窓
吾
、
も
っ
て
任

一斡軒官山詰討日
M山
鵠
開
思
月
官
E且悶持叫広鐙臨践州突繍鶴糊端講糊査吋軒封れれい

ま也ま小にと戸

ιりワ?一JえJえ
ん

、

か

ら

調

託

ネ

行

な

7
mバ
ロ
日
(
水
)
士
沢
中
学
校

市
敢
に
反
掛
さ
せ
る
ζ
と
品
、
ね
ら
い
に
加
え
て
次
の
よ
ら
つ
な
事
項
に
つ
い
閥
名
と
F

で

の

所

紅

地

ろ

一

」

と

に
4

ら
っ
て
い
る
の
で
、
調
査

7
m日
は
日
(
市
)
松
原
小
学
校

と
し
て
い
る
o

て
も
科
世
帯
こ
と
に
た
ず
ね
る
も
{
新
た
な
調
査
事
項
}
車
問
に
つ
い
て
は
、
あ
り
の
ま
ま
せ

v
mバ
時
日
(
合
)
全
自
小
守
絞

し
ぺ
か
つ
て
、
内
特
は
ま
ず
、
住
の

0

7

世
帯
に
関
す
る
こ
と

e
m地
河
野
山
特
メ
で
ほ
し
い
o
調
査
に
刈
吉
世
け
一
一

7
m月
児
百
万
)
浴
小
4
7
校

民
一
幕
京
台
慢
の
疋
礁
を
期
す
ほ
か
、
門
役
荒
か
ら
の
闇
夜
護
担
対
す
る
意
識
②
危
居
間
物

η品
川
由
時
貨
な
さ
ん
の
積
極
的
な
協
力
亭
一
お
願
い
止
一
(
火
)
旧
府
間
小
講
門
誌

間
都
議
、
伎
居
、
人
口
構
腐
な
ど
の
議
マ
世
帯
花
関
す
る
も
の
・
①
伎
際
②
③
軍
窪
燃
料
の
積
別
面
公
讐
の
発
し
た
い
』
と
い
っ
て
い
る
。
一
一
(
京
)
神
田
中
学
校

十

持

田

な

統

計

事

演

は

も

ち

ろ

ん

~

公

役

一

塁

蕊

名

③

襲

馨

号

一

曲

家

麗

生

状

況

一

一

一

(

木

)

曲

目

小

学

校ー
ニ

↑

(

金

口

岡

崎

岳

民

館

毎滋・木・金13時事担分-15務部分総怒号車 潜
一 一一一一

.くらしとマーク、担法曹を奪える住宅シリーズ、
e生鮮貴議

題治資設沼稲談:誘員議長?222fヰ誤
テ;"1・



針重量畿の検蜜沼重要

9月168C前〉市立娯島公民館
t t (後〉市立護国公民銀

.. 17司 市立金自公E議官

.. 20日 中央農協旭支所

.. 21日伐の市立土屋長良茸富
T .9 (後〉市立松原公民館

ρ 228 市rz.松原公民館

.. 23臼〈古市〉中先農協側崎支所

.. .. 仁後〉中央農協金a支訴

... 27日 提平塚合同庁舎

.. 28臼 侶之宮公民重富

.. 29日 市立神田公民館

t 308 市立富士見公民館

10月1日 市立富士見公箆館

" 48 中史農協中原出張所
.. 5白 市立花水公民館

.. 6臼 市立花京公民館

.. 7臼 平反競輪場

.. 8臼 平塚続輪場

砂 118 Ji!，lJit台樟育館
，.. 12日 見:r1台体育館
13日 見m台体宵館
148 完的合体宵館

〈良市〉 は B時3C分-11時3C分
〈後〉は13持-15時 18の場

合はB時30分-15時〈昼休み12時
-13持〉

は
注
意
深
く
お
読
み
に
な
っ
た
こ
と

i
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一大正
十
一
一
年
(
一
九
一
二
一
一
)
九
月
き
な
討
ー
に
は
そ
量
れ
た
岡
町
か
よ
汁
ろ
ん
で
あ
る
か
、
平
壇
向
か
大
火
花

一
日
提
如
起
こ
っ
た
大
き
ム
一
べ
池
内
町
。
で
も
手
向
の
交
わ
り
日
ピ
時
折
り
痛
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
幸
い
な
ζ

わ
た
く
し
は
十
九
オ
で
、
平
塚
町
立
み
ヰ
一
均
一
え
る
。
と
で
あ
っ
た
。
事
実
、
市
内
名
所
に

平
家
小
学
校
の
数
聴
に
あ
っ
九
{
グ
そ
判
以
来
わ
た
く
し
は
地
躍
に
つ
火
の
手
は
奇
か
っ
た
よ
う
だ
河
川
書
く

う
y
と
き
た
大
き
な
動
認
と
同
時
に
い
て
い
ろ
い
ろ
培
え
会
せ
ら
れ
た
の
の
町
民
の
手
に
よ
っ
て
未
然
花
鴇
し

一
~
、
、
J

M

一
ノ
J

♂
一
議
露
麓
謹
綴
織
と
め
ら
れ
、
大
事
花
官
財
や
ら
な
か
っ
た

ぺ

L
J
J仁
監

欝

騒

の

で

あ

号

象

絵

、

露

襲

警

欝

襲

警

一

尺

地

盤

の

あ

と

当

然

の

ζ

綴
綴
織
綴
機
縁
毅
繍
絞
滋
綴
騨
験
綴
綴
織
機
轍
綴
線
機
機
騒
醐
醐
欄
と
な
が
A
停
簡
と
な
り
、
防
じ
ゅ
う

鱗

議

議

鱗

欝

鶏

鳴

議

噂

議

離

韓

議

者

で

翼

量

定

し

た

ζ
と
で
あ
奇
察

機
織
襲
撃
議
議
ぶ
動
率
畿
鶴
湖
、
離
競
欝
雪
鞠
醐
釘
盤

昭
和
田
正
量
的
手
需
の
収
で
い
て
都
市
農
村
議
わ
ず
、
不
き
臼
で
は
二
官
官
十
八
総
合
、
組
議
議
議
議
饗
議
議
畿
畿
で
議
議
畿
で
長
中
寵
灯
や
ロ
l
ぎ
だ
け
は
平
生
か

翠
は
九
十
九
雲
上
回
っ
た
が
に
景
気
風
に
あ
え
い
で
い
た
の
で
あ

A

空
五
八
千
人
の
書
事
訴
え
、
懇
畿
欝
饗
鍔
器
一
鱗
議

¥ji
輔

抗

議

室

草

分

用

語

を

し

て

お

く

主

主

れ
は
い
主
で
も
な
く
誌
の
み
な
る
o
平

塚

向

一

一

代

め

の

室

長

場

雲

替

市

税

も

四

摺

八

千

四

百

万

襲
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思
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畿

鰭

移
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任
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ζ;w
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i円Eに主丞;兵主言援葬力
F露
?
護
善
?
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発
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干
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一
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3けて
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納
撃
税
貯
喜

i
欝
:
税
の
露
持
納
哲
も
か
な
り
あ
っ
た
よ
う
よ
し
た
o
わ

た

く

し

は

各

著

書

一

¥

暴

j

イ
F

言
A
C
Jい
ふ
ら
会
内
雷
雲
町
民
主

組
合
富
い
ま
の
と
努
力
望
号
誇
の
事
雲
間
裏
口
吉
ん
は
じ
め
、
資
詰
民
の
と
協
力
と
ど
勺
緩
議
鶏
渓
議

Jih--~
災
後
山
往
左
警
せ
ら
れ
た
主
で
あ
る
。
、

心
か
ら
一
躍
謝
に
た
え
な
い
と
ζ
ろ
で
言
語
ら
っ
て
納
税
貯
蓄
組
合
心
か
ら
お
礼
室
長

yj
謙

一

忍

〆

三

喜

一

語

と

の

よ

是

非

露

号

室

あ
る
o
芝

、

襲

警

の

た

ゆ

設

立

を

勧

奨

し

た

。

当

時

島

文

化

、

皇

室

営

の

基

本

と

も

い

う

援

護

襲

撃

機

機

騒

襲

撃

ふ

3

2
望

号

情

報

量

的

な

豪

雪
暴
力
話
し
て
員
長
の
誌
に
よ
る

j
iとベ
言

語

起

き

き

ん

騒

騒

切

議

麟

擁

護

時

計

事

寄

せ

き

5
3ぃ。

長
め
で
そ
の
雪
ね
ぎ
い
た
か
し
て
君
主
義
主
ょ
う
の
一
段
の
ど
協
力
を
お
願
い
す
る
も
髄
盤
欝
麟

J
一

盤

務

ヲ

ぷ

開

明

大

手

二

年

の

き

室

、

早

く

い
c

と

早

朝

か

ら

夜

主

義

で

各

所

を

の

で

あ

る

。

灘

欝

灘

溜

議

錨

鶴

湾

議

議

鰯

欝

1
議

3

2

も
四
十
八
年
経
過
し
た
が
、
市
民
の

ど
承
知
の
と
お
り
京
市
は
、
昭
和
駆
一
け
回
り
、
泊
平
塚
・
須
罵
町
一
合
わ
×
×
翻
錨
観
察

y
y
d場
畿

畿

鱗

繍

γ

)

ノ

中

で

ζ
の
権
誕
経
験
労
持
つ
人
は
全

左
四
月
一
日
に
市
制
を
し
い
た
が
せ
て
よ
う
や
く
五
十
数
組
合
字
結
成
広
報
ひ
ら
つ
か
八
月
号
の
第
一
路
麓
懇
醗
欝
静
銘
総
議
韓
同
鍾
緩
い
議
体
の
寸
射
に
も
満
た
な
い
で
あ
る

町
配
者
は
長
憾
の
と
お
り
、
議
す
る
己
と
が
で
き
た
号
う
で
あ
る
。

5需
と
る
か
大
地
震

L
い
主
記
瞳
麗
蕗
瞳
麗
轟
轟
轟
聾
麗
謹
麗
欝
欝
豊
島
瞳
霊
智
襲
鱗
う
。

わ
が
国
は
大
き
な
一
小
m
山
花
見
舞
わ
れ
と
う
し
た
苦
語
の
時
代
も
あ
っ
た
事
が
の
っ
た
が
、
市
民
の
み
な
吉
ん
あ
の
邑
大
な
校
合
は
一
瞬
に
し
て
倒
で
あ
る
が
、
第
一
に
、
も
し
大
き
な
い
か
に
不
可
抗
力
と
は
い
え
、
ゎ

壊
し
て
し
ま
い
、
逃
げ
出
す
聞
も
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
ら
、
向
を
お
い
た
く
し
た
ち
は
い
つ
起
ζ
る
か
も
知

〈
わ
た
く
し
は
附
削
れ
た
架
(
は
り
)
で
も
火
の
元
宇
治
す
ζ
と
で
あ
る
。
れ
ぬ
大
災
害
に
対
し
て
、
心
と
駒
の

陀
身
体
が
押
さ
え
つ
り
b
れ
て
、
ど
わ
た
く
し
の
混
合
、
長
時
間
身
動
き
躍
舗
を
し
て
お
く
必
要
事
鶏
感
宮
也

ろ
に
も
動
き
が
と
れ
な
か
っ
た
。
太
で
き
ぬ
状
盟
だ
っ
た
が
、
も
し
火
災
も
の
で
あ
る
。

声
で
助
け
亭
呼
ん
だ
む
乙
ろ
、
幸
い
が
起
告
で
い
た
ら
、
恐
己
〈
焼
死
し
信
和
四
六
え
・
一
v

花
も
近
所
の
釘
誌
の
み
な
さ
ん
が
か
で
い
た
い
札
溶
い
な
い
。
あ
の
臼
桔
ち

← 79ー

日
刊
年
度

収
税
率

好
成
績



事邑

32-3200 

31--1660 

31--7751 

31-1944 

31--0252 

32-1546 

21--1816 

21-1612 

31--7036 

21-3625 

22-2489 

21-2155 

21-0711 

21-1648 

32-2114 

21-0674 

32--2143 

31-1817 

32-2895 

21-6355 

21-4299 

55-3617 

32-6027 

31-6071 

31-5482 

32-1303 

31-9265 

32-1036 

32-イ0865

55-0514 

58--0822 
31-1821 

32---4204 

58--u8告1
58--02自由
32-4863 

55-3647 

31一一-7278

雲監

了
、
す
で
に
ζ
の
広
域
に
つ
い
て
家
庭
の
雑
排

水
に
つ
い
て
の
世
田
川
開
始
を
し
て
い
る
。
諮
和

四
十
八
印
度
に
は
、
ポ
品
開
ル
U
r
も
持
品
聞
に
な
る
予

定
だ
-u

す
で
に
出
用
問
開
始
の
阪
磁
の
み
な
さ
ん

の
間
都
議
は
、
雑
排
水
笠
金
足
つ
な
内
私
設
排

水
工
事
壱
早
め
に
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る

文
化
的
、

事務所所在地

主史操ヱ紫鞠室主 E賓館 7-24
く挙事〉上村智コ:事底富士見町 7…-12
く宵〉池田設備工業平 塚 別5

樹新田エ務庖 y 1975 

古矢議設鞠"" 2224 

猪俣管事活 "" 3616 
繍井上ヱ務居紅谷町 17--18

E有〉富士ヱ議所宮の前

荒川議輔開平塚新宿 923 

保安工業欄平塚営業所 ク 1246 

早川ポンプヱ業所幸 町 23-16

増田ヱ業騨夕陽ケ丘 19-11

欄鈴木電封商品若松町 17-6

鈴木ポジプ活潟入 2783

E脊〉須国こE 務残桃浜町 1-3
醐 JII 合工業所八重咲町 6-1

大沢時生工業所議 平吉一2

〈有〉イズミ工業所竜城ケ丘 1-17

む宵〉双築設綴ヱ議所紅ケ摂 11-14

夜議設棉八幡 661

〈宵〉齢京管こL g耳之宮222-2

担山管エ設備糊 "" 1050 
〈有〉北海設備中原上宿499-2

東邦設縫興業〈有") ? 683 

中原設備工業〈有〉中原下宿309-4

大線二五業所 9' 1031 

昌喜 JII こE 業 亡有) "" 1243 
111鐙設需工業開平塚滋業所帯 燦 110 

松村設嬢J1 "韓関主査沼 13-1

友部留ご江事大神 2974

式沢三江主葉樹寺田縄 57-2

神奈中ご立芸高槻 緩 15号-2
東軍基督工業鞠河内 477

〈脊) IJ¥ JII ミ江 主翼北金 0814-2

蒸留興費韓関北金 e 1340 

山本設備工業所万回843-9

捕太 話番目之営 413

三三 水 ご立 重量槻害事訪田J1-6 

在記事舟{ま疑務総年塁聖書喜怒費産税、都市計額絞め舗

葺週卦の納耳~1ざす。ぉi在くの巡額約浸出護軍話回
。つご務用丑o

な指、従来よ哲ご耳'lf努いただいた平揮市職翼線
身考察〈ず溺ケZま〉での出張窓口は都合!こよ顎骨等
度中止する

場静主主FヨZ号滋@書芸賞公民館、泥水質工
内会宣言
争苦鉛沼事 MことYI，公民館、綴訪
興工会主宮

令書春開 e 午吉1i9終30分~午後4隠

抱定:工事腐名

霊覇傘釘コース・者麗祇滋霊堂見事 = 襲襲療込 ・苦25認さまで主主語震ハガ
キ{こ役務、氏名、緩穏を

顔見学場所・進翻学習事理ふじみ縁 関線開こと。

覇応募@子宮内暦銭的綴2Q離は寄哲人定長官 i 綴霊童賂ー擦事場

応募先.z手塚市浅飽9主罫 Z号Zド塚市校所広報課へ 税務部収縮諜



い
っ
さ
い
の
車
の
漁
記
り
が
禁

止
さ
れ
安
全
と
静
け
さ
の
中
で

の
び
の
び
と
翼
い
駒
が
で
き
る

揖
行
着
実
澱
も
一
年
た
っ
た
。

間
同
議
一
母
親
に
は
、
買
い
物

客
が
体
一
践
で
吉
る
よ
う
に
と
『

パ
一
フ
ソ
一
ん
の
下
、
イ
ス
?
7
i

プ
ん
が
脇
陣
い
で
あ
り
、
の
ん
び

り
と
楽
し
み
な
が
A
岳
民
い
輔
が

で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
も
、
チ

ピ
ッ
コ
天
国
の
よ
う
民
自
転
車

に
の
っ
た
り
、
か
け
っ
ζ
し
た

の
楽
し
ん
で
い
る
。
一
方
、
紅

谷
町
通
り
は
、
議
欄
間
地
が
で
き

た
か
の
よ
う
に
1

ブ
タ

y
コ
や

ス
ベ
旦
台
が
子

rzた
ち
亭
禄

勺
て
い
る
。

交
通
戦
争
の
わ
ず
り
わ
し
さ

か
ら
開
放
さ
れ
た
人
々
が
奇
心

し
て
買
い
物
が
で
き
る
し
、
各

商
援
も
休
欄
競
争
事
つ
け
た
り

出
腐
を
だ
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス

に
こ
れ
つ
「
J

め
て
い
る
。

百
議
日
の
五
時
閥
、
ジ
ョ
タ

ピ
ジ
グ
天
間
四
・
チ
ピ
y
コ
天
国

と
し
て
大
人
も
子
ご
も
も
ス
調

放
さ
れ
た
よ
ろ
に
大
い
に
掃
し

ん
で
い
た
。

見開会体育館と見開会広場

。10/16段-188-みつけF官、農水産物
必1Eき、鶏卵品評会、ヱ業展、勤労脊少年

生活文化蔵、カナリヤ展、金裁E菜、観光
写真、写生展、水産渓(移動水族館)

お楽しみ金魚すくい、横木討す

く>10/168， 17白
くο>1ω0/1げ7泊@こどもみこしJパtレ一ド

{歩行者天国関道1号線)
く>10/28-38'第19@1畜産共進会

{競輪場さざなみ公閣)。11/23E-勤労感謝のつどい
膏少年健全育成大会

(i'官民センt量一}

日 (22)J 700内線434

書霊平塚市内の中IJ¥念業者の毒事業振爽を践的として王子塚市中小余
が用意されています。神奈JII望書 .jj惑の金融制度に
もいたしております。どう
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閉
山
知
m
間
十
一
時
、
平
叙

市
花
沖
議
場
校
が
誕
生
し

て
以
来
、
ち
ょ
う
ど
ζ
と

し
で
六
年
め
壱
迎
走
。

帯
地
域
花
、
す
で
に
は
も

の
ヰ
係
学
校
が
仲
止
ま
川
え

円
山
投
密
な
ご
生
活
に
活
断
頃
出

に勉強しあう

し
た
諸
問
題
事
考
矢
先
〆

間
出
し
て
い
と
う
い
ヘ
布
日

も
真
剣
に
涙
り
縦
ん
で
い

忍
υ

一
人
で
は
解
決
が
む

ず
か
し
い
、
と
う
し
た
社

会
問
題
も
、
組
織
的
に
勉

強
し
あ
っ
て
考
え
る
!
こ

れ
が
片
務
学
校
だ
。

?争堅

市
教
育
委
員
会
は
、
と
と
し
幼
弱
点
マ
借
入
の
郡
高
婚
雅
博
(
中
門
啓
上
趨
凌
}
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男
子
の
部
・
マ
富
子
一
8
M
m
出
マ
円
滋
投
船
津
直
子
一
M
M

め
を
迎
「
え
た
市
民
総
合
体
育
大
告
の
原
)
計
調
回
明
以
秒
。
大
告
訴
マ
回
自
民
日

第
一
臼
(
八
月
一
品
十
二
回
)
の
成
績
援
護
費
遺
体
の
苧
中
原
柳
田
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生活学校の連絡先一覧

韓盛時年骸学校名刊盟噛住 療機騒

8年校中央生活学校鎌田君控花水台32-25 31-3651 

5年校みなと .. 齢木ま君子グ主題ケ丘56-5 21-4923 

4年校大聖子ク 八木幸子八鱈 397 21-3025 

金日夕 内山初枝南金目 867 58-∞51 
3年絞花水 ρ 大垣潜子葱平 3-3 32-1371 

金 E耳夕 日中いち子長持 410 31-3267 

冥土.. 成顕在子異土 607 有融 64

E吉沢.. 増渇擦子下吉沢 697 58-0779 

2年校神田.. 神障キヨ大神2751 31-2342 

豊田 9 士七本節子豊田本郷1728 55-0670 

笛士見タ ー関野手枝諏訪町2-16 32-4411 

1年校四之宮ク 未 定

ゴコ璽ク未 定
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lFlll沼
" 11沼 会長古沢公民責富鰐京公民

館

" 18臼神自公民館
" 22臼盟国公民館泌荻島会民館
.. 25臼 中耳切吠券投
? 26臼大野公民館松際公民法富
" 29臼 横内E型地集会議晶
2月 18 八幡公民連富
" 2臼花北公民館
'" 5 8 I自主耳之皇室公箆鐙
'" 8 8 窓士見公民宣富
" 12臼花木会館
.. 15日須賀公民館
.. 16自 主主鮒台ぬ草場

.. 25日 丸信合丘む草場
輔 2U冨時

11月158 裂回4母校器岡崎公a鎗
接競島公民館

.. 16白金百公民館館公民鰭

.. 17臼神田公民館大野公民館

.. 188 中毘む'Jv学校※金自公民館
t 19B 富士見公民館器土沢農協
'" 20日花水公民館
'" 29日横内殴地主会溺八幡公

民銀
12月 1日 松原公民空宮須演公民館
。 28 昆荷台武道場

組豊島忠融緩滋混離縁滋滋磁器穏輔車競琵欄朝寝鱒j欄軍J磁器

予防接種の受付務関
原貝1]士して午後1時30分から午後
3時まで〈ただし捺印の会場l<l:、午
後 2時から3時まで〉お間違いのな
いようと注意くださし、。

輯予防鏡穫を受けられない人

①予妨接種を受けてから2道路た。
ていなや人

@はしか・ BCG.種[0>小児マヒ
i1'.ヲクは、それぞれ1か月間の跨
穏をおかないと受けられません。

⑤その他、有熱害者、心液i血管系、

軍基臓または肝臓に佼fJ:lがあり医師

lC止められている人

盟必婆なもの

CD予防接種制民〈転入した人は、!日
住所で使っていた母子手帳〉

<ID!顎診里高〈ζ日出は、必ず家で記入

して体温を担医主してきでほしhつ

盟封書提・接種当自民生投6か月から

24か月までの人 E生後24か月に遣
するまでにltmう廿る〉
盟接種尽く判定箆は1濁間後コ

12月3日 金日公民館涼土沢民協
.. 48 .富士見公民総
'" 6日 拡幅崎公民館参:消控話公

民館

'" 7臼旭公民館泣回公民館
.. 8臼中原公民館

'" 9臼花オ〈公民館
t 13日横内団地集会場

'" 14日 掛金国公民法富
.. 15日 八幡会民貧富
'" 16日須賀公民館松涼公民館
。 17日大野公民館神田公民鐙
t 18日見町'1&liむ草i島

盟討課・接種当日陀満3歳以上の幼
児(毎年2回接種ずる〉
盟巡回日蓮仁1園自〉
11月 8日鐙閏小学校器陪総公民館

器揖島公民館

11月号白金自公民愛官加公民館
.. 10日神田公民館大野公民館
'" 118 中'W-JJ、学校帯金田公民館
.. 12臼 富富士見公民態様土沢辰協
.. 13百花京公民館
'" 22臼横内団地集会場八婚公

E号館
.. 248 松原公民館須賀公民館

輔対象・接種当日[ζ生後3か月から
18か月までの子〈生後18か月に達
する前iζ2闘の服用をすませる〉
輔巡回目湿

10月27臼金自公民館器土沢農協
捺棋島公民館

.. 28区豊田公民館器開時公民
館器金田公民館

.. 29日松原公民館中原公民怨
t 30日加公民館富士見公民館
11月 1日構内問地集会場八幡公

民館

.. 2日花水公民館空ilfi!!(公民主宮

.. 4尽神田公民館大野公民議官

軍吉田ぜき・ジフテリア lili傷嵐
援対象・ 1鶏接種当臼i己主E俊 3か
尽か89か月までの人。 2期 1 
劉が完了してかろ、接種当日に1
年を経過して、 1"1"半までの人
瞳 2磁め
草月228 金自公民館器土沢民協
"̂ 23日 豊田公民館~・念国公民銀

器岡崎公民館

j; 25臼 主富士公民館
.t 27日八幡公民館

会場

.t 28区神田公民館中原公民館
'" 29日次野公民館松原公l"Jl宮

指紋品公民館

'" 308 須賀公民i館花水公民館
10.月 18 見附台広道議
輔3閉め
10月13日 金自公民館どとと沢漫i沼
.. 14臼豊田公民館市企回公民館

拡弔司崎公民館

。 16白書出見公民館旭公民館
.. 188 i¥腐公民sfl :b"'4内団主活事

会場

.. 19白神田公E号館中原公民館
'" 20臼大野公民館松原公民怨

務城島公民館

.. 21臼 須賀公京二令官 11::'1-;:公民館

'" 228 %"初台武道i号

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

癌設の慣用料金は

次のとゐりです

ら (35人以下) 2，担50沼
〈豊百人以下) 2，富加
(50人以下) 2，500 
(35人以下) 2，050 
(35人以下) 2，050 
(80人以下) 2，器開
(50人以下) 2，的母
(35人以下) 2，150 
(35人以下) 2，15骨

11 
午後古書寺

官時50:5吾
2時40分
3蒋 30分
4-碕20分
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学
問
明
一
紛
争
の
た
め
、
衷
伴

大
学
が
さ
く
で
図
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
地
J

冗
大
久
報
部
落
か
ら

大
根
駅
万
笛
へ
の
連
行
紀
末
便
を
し

て
い
る
。
と
の
帯
掛
舶
は
い
つ
で
告
阜

の
か
。また
、
大
学
か
ら
出
る
排
水
や
汚

水
で
、
水
路
は
青
沼
の
よ
主
犯
な
り

惑
問
見
事
放
っ
て
い
る
も
乙
れ
が
木
忠

山
礼
子
八
れ
ば
稲
作
は
争
描
慨
し
て
し
ま

う
。
大
学
副
酬
は
、
浄
化
潜
(
一
一
憂
還

元
装
壁
〉
で
放
流
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
製
た
し
て
完
全
に
浄

化
機
艇
が
動
い
て
い
る
の
か
ど
う

か
。
ま
た
大
学
か
A
澱
粉
T瑠摺花査一

る
排
水
路
の
問
先
中
ム
日
同
ど
F
J
な
っ
て
い

る
の
か
。
門
北
轟
箆
・
輔
州
議
輔
氏
〕

送
路
に
つ
い
て
は
、

人口総主主 169，288人
世主帯タ 45，579世帯
市域間fil 67-88km! 
前月比世併m 120泣帯
9 人口j国 354人
市街地 7今日36人 (20，713役帯J
大野 40，043人(10，282P ) 
重量泊品517人( 862 '" ) 

p 神田 15，038人 (3，9201>，)
め i城島 3，107人( 735"') 
';';1岡崎 3，012人( 734 1> ) 
ζi金 E日 4，333人(11161 ~ ) 
S I勉 13伊122人 (3，S20c..)
'-， ，1士沢ゐ565人く 979p ) 
金目 8，1:55人 (2，6671')

(46，8，)，!;詰告つ

1，長lC年 (1605)
1851せた。!--"')楽完封:は、
iべく、呉常な努力を傾注して、!
1大山寺の改革と顕隆lζ挺身する

大!l!献'tr Iところカ〈あった。
軍事務 審理事警 j 家康は、軍略的;こも政治的ぽ

iも狗持のj日絡を持っていたので
去る呂月12日、市内の議所へ|将来の大都Ii:rとしての江戸R守的
行ったら、浄心寺lと近い辻花器i住民たちのために、信仰と健康
なつかしい灯篭が建っていた。!と慰安とを兼ねた気晴らしの楽

50年ほど部までは、 i日平塚町と i閣として、大山閣の設定在意図
その潟王まかりでな〈、高lo['郡iしたもののように思われる。 ζ
でも蜜甲郡でも、およそ、潟東!のようにニ考えてみると、家療の

の霊崎大山の見えるとζろではf撞大きが再確認されるのである
大iむを崇敬古る惑百五を表示してi はたして、大UJ.1:ヨ尊社と不動
E前田の畔や辻々に、 ζのような I~塗は、江戸人の熱心な崇敬を受
献灯をしたものである。 1け問時花、門出1mTが繁議すると
徳川家康カヨ、関東の領主とな11、う現象を生じた。
ったのはお世紀の来続である。 1ιの相模の2霊山の償却は、主主
その頃の大山(;j;、信釘着守?とも、 i戸の住民たちには健麗増進と商
経略的にもひどく低調であった|宛繁還の折願所となり、漁民に

そ ζで家康は、 ζ れを振興さlは大漁吾、幾民には五穀成熟と
せたいと考え、その中心となる!聾蚕大当りの立願処となり熱品

ベき良き人材を物色したとζろ!な信徒たちは関東金拶討と及んだ

大住都八幡村 E平塚市八幡)1したがって、 b、までも、「大山
義主主主表成事智事者の器語家笑高官法同日|右尊権現Jr大IlJ'f'勧銀::EJむ
をみいだした。笑撲は、相州西i彫りζんだ石塔や石灯議、況は
郡中村蔵の人で、はやくから真i道棋など金、関東一河花見出す
雷の秘輿を学び、相撲溜にお貯 iζとができるから、行灯車献も
る碩学として著書名な脊宅Eであっ iひろい地域でおζなわれ℃いに
tco家康はζの樟材吾起用し箆lにちがいないと思う。
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第
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て
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る
。
受
験
資
格
は
お
薦
未
満
の
女
子

で
高
校
串
以
上
の
学
歴
が
あ
る
人
。

身
長
一
五
市
問
時
以
上
、
拡
毅
一
四
五
J

以
上
で
あ
る
ζ
と。

マ
採
用
予
定
八
日
間
・
約
三
百
人

マ
申
込
ム
?
九
首
位
一
十
七
日
ま
で
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〈
わ
し
い
ζ
と
は
欝
抽
出
庁
事
築
学

校
へ
(
電
語
家
康

(
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1
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二
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江
}
一
)

盟
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穫
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八
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呂
れ
ま
す
が
、
農
産
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と
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絡
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成
立
で
き
ず
、
実
現
注
れ
て
桔
り
ま

と
む
、
間
引
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腕
尋
思
調
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委
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な
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ζ
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ら
に
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い
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は
地
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協
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が
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コ
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周
辺
の
道
路
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鑓
い
き
ま
す
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な
お
今
後
と
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、
当
時
話
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舗
装
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ま
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滋
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迷
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介
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排
水
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当
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て
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と
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が
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す
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。
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ま
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緩

場

4
輯山

市内堀開広島る虫:llJ措置灯・定額Iこ不動車君主宮、港;1，こ
大出馬主沸毘準法、画1;:防内望号金と聖書いて品。た

警護対象 9 市内夜{主、在勤の18設から25歳までの勤労
女子青少年

顕募集人員.30名{定員になり次第しめきる)

議申し込み a 告月21El (月)まで、に市青少年課へ

{午後5時まで受付けます)

態学習場所@

留学習時間@午後器官寺-8s寺

@吉見29臼.308 8本の女性史/10月78

せんいと洗剤/1告月14日衣類の保存/20日

料理実習/21自主書道の歴史、基

本/27El料理実習111月上旬一
般教義講座111F1118食品の知
識/18沼、 258七宝;機
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